納品時事前協議チェックシート(業務委託編)
	実施日
	平成　　年　　月　　日


　　注）受注者が記入と表記があるものについては、受注者が予め記入しておくこと。それ以外は、発注者が記入。
 １．担当者名受注者が記入
	業務名
	

	工期
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	設計書コード
	

	発注者側

	担当者

	

	
	
	

	
	
	

	受注者側

	管理技術者
	

	
	担当者

	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


２．電子媒体の確認
	使用媒体

	※□問題なし→電子媒体が正副１枚ずつ納品された。
　□問題あり(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	外観

	※□問題なし→傷、損傷などなし
　□問題あり(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	ラベル

	※□問題なし→正しく作成されている。
　□問題あり(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


３．ウイルスチェック等（受注者）
	受注者のウイルスチェックの実施受注者が記入
	※□実施できた
□実施できなかった理由
（　　　　　　　　　　　　　　　　)

	受注者の電子納品チェックシステム（国総研）の結果
受注者が記入

	使用バージョン：Ver.        （土木・電通・機械）
※□エラーなし
　□エラーあり
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　注）エラーの有無に関らず、結果の打出しを添付すること。

	受注者のその他のチェックの有無受注者が記入
	□無し
□有り
（ソフト名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


４．ウイルスチェック等（発注者）
	受発注者のウイルスチェックの実施
	※□異常なし→ウィルスは検出されなかった。
  □異常あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	発注者の電子納品チェックシステム（国総研）の結果

	使用バージョン：Ver.        （土木・電通・機械）
※□エラーなし→上記バージョンにて、エラーの無いことを確認した。
　□エラーあり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


５．フォルダ構成／ファイル名
	電子媒体内のフォルダ構成

	※□問題なし→正しく作成されている
　□問題あり(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  )

	ファイル名
(命名規則に従っているか)
	※□問題なし→正しく作成されている
　□問題あり(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


６．管理ファイルのデータ項目内容チェック（ＸＳＬファイルの有無についても確認する）
	電子納品対象項目
受注者が記入
	内容照合チェックの実施
受注者が記入
	発注者の内容チェックの結果


	□業務管理ファイル
（XSLファイルが格納されていることを確認する）
	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□正常に作成されていた
　□内容に問題があった　　(　　　　　　　　　　)

	□報告書管理ファイル
（XSLファイルが格納されていることを確認する）
	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□正常に作成されていた
　□内容に問題があった　　(　　　　　　　　　　)

	□図面管理ファイル
（XSLファイルが格納されていることを確認する）
	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□正常に作成されていた
　□内容に問題があった
　(　　　　　　　　　　)

	□写真情報管理ファイル
（XSLファイルが格納されていることを確認する）
	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□正常に作成されていた
　□内容に問題があった
　(　　　　　　　　　　)

	□測量情報管理ファイル
（XSLファイルが格納されていることを確認する）
	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□正常に作成されていた
　□内容に問題があった
　(　　　　　　　　　　)

	□地質情報管理ファイル
（XSLファイルが格納されていることを確認する）
	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□正常に作成されていた
　□内容に問題があった
　(　　　　　　　　　　)


７．電子データ内容と印刷出力との内容照合チェック
	電子納品対象項目
受注者が記入
	内容照合チェックの実施
受注者が記入
	発注者の内容照合
チェックの結果

	□報告書ファイル

	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□内容に相違はない
　□内容に相違があった
　(　　　　　　　　　　)

	□報告書オリジナルファイル

	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□内容に相違はない
　□内容に相違があった
　(　　　　　　　　　　)

	□図面ファイル

	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□内容に相違はない
　□内容に相違があった
　(　　　　　　　　　　)

	□測量平面データ

	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□内容に相違はない
　□内容に相違があった
　(　　　　　　　　　　)

	□測量縦横断データ

	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□内容に相違はない
　□内容に相違があった
　(　　　　　　　　　　)

	□ボーリング交換用ファイル

	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□内容に相違はない
　□内容に相違があった
　(　　　　　　　　　　)

	□電子柱状図データファイル

	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□内容に相違はない
　□内容に相違があった
　(　　　　　　　　　　)

	□電子簡略柱状図データファイル

	※□実施できた
　□実施できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□内容に相違はない
　□内容に相違があった
　(　　　　　　　　　　)


８．ＣＡＤ図面データのＳＸＦビューワによる目視及びＳＸＦ確認機能による
　確認
　●発注者においては、№1～№11に関する事項は、全ての図面を確認の対象とするのではなく、抜き取り確認　を実施する。
　●受注者においては、№1～№11に関する事項は、全ての図面を確認の対象として実施する。ただし、№4、№　7、№8についての確認は任意とする。
　１）　目視による確認
	№

	必要度
	ＣＡＤ図面チェック項目

	内容チェックの実施
受注者が記入

	発注者の内容チェックの
結果


	1

	◎

	作図されている内容
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)

	
	
	作図されている内容が正しく記述されていることを確認する。
	
	

	2

	◎

	適切なレイヤに作図
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)

	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)


	
	
	作図されている内容が、受発注者間の協議により決定したレイヤ名及びレイヤ分類になっていることを確認する。
	
	

	3

	◎

	紙図面との整合
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)

	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)


	
	
	印刷（納品）された紙図面とCAD図面との整合を確認する。
（図面右下に、使用したソフト名を表示すること）
	
	

	4

	○

	表題欄
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)

	
	
	本ガイドラインに従い表題欄が作図されていることを確認する。
	
	

	5

	□

	図面の大きさ
	SXFﾋﾞｭｰﾜのSXF確認機能により確認


	
	
	図面の大きさ（A1）を確認する。

	

	6

	□

	図面の正位
	SXFﾋﾞｭｰﾜのSXF確認機能により確認


	
	
	図面の正位（縦・横）を確認する。

	

	7

	○

	輪郭線の余白
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)

	
	
	輪郭線の余白を確認する。

	
	

	8

	○

	尺度
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
(　　　　　　　　　)

	
	
	共通仕様書に示す尺度に従い作図されていることを確認する。
	
	

	9

	□

	線色
	SXFﾋﾞｭｰﾜのSXF確認機能により確認


	
	
	本ガイドラインで示す線色に従い作図されていることを確認する。
	

	10

	□

	線種
	SXFﾋﾞｭｰﾜのSXF確認機能により確認


	
	
	本ガイドラインで示す線色に従い作図されていることを確認する。
	

	11

	□

	文字
	SXFﾋﾞｭｰﾜのSXF確認機能により確認


	
	
	本ガイドラインで示す文字に従い作図されていることを確認する。
	


　必要度：◎必須、○実施が望ましい、□SXFビューワのSXF確認機能により確認
　２）　SXF確認機能による確認
　　SXFビューワのSXF確認機能を使用して次の項目を確認します。
　　・　CAD製図基準に基づいて作成された図面を確認する。
　　・　全てのチェック項目について確認。
	№

	チェック項目

	内容チェックの実施
受注者が記入

	発注者の内容チェックの結果


	1

	図面サイズ
（A列の用紙サイズを確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	2

	線色

	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	3

	線種
（指定した線種の使用を確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	4

	線幅
（指定した線幅の使用を確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	5

	フォントサイズ
（指定したフォントサイズの使用を確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	6

	ショートベクトル
（短い線分の連続が作成されていないか確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)


	7

	重複図形
（同じフィーチャが重複していないか確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)


	8

	レイヤ名
（レイヤ名称の原則に準じているか確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)


	9

	用紙枠外
（用紙枠外に作画が無いことを確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	10

	背景同色
（見えない図形が無いことを確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	11

	文字配置
（縦書きフォントを横書きで使用していないか確認）
	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)

	※□確認できた
　□確認できなかった
　(　　　　　　　　　)



　※全ての図面で、チェック結果を印刷し、成果品に添付すること。
９．電子媒体ラベルへの署名／電子媒体納品書の受領
	電子媒体ラベルへの署名

	□ 発注者は内容の確認後、電子媒体ラベルへ署名を行う


	電子媒体納品書の受領

	□ 受注者は署名・捺印した電子媒体納品書を提出する



 １０．その他
	


１１．結果
　□ 不備が認められるため修正後再提出し，再度納品時事前協議を受けること。
　　（※項目以外に，該当項目がある場合。）
　□ 不備が認められないため納品時事前協議終了。
